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ＶＳＭ分析早わかり

実践マニュアル
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ＬＳＳ手法のツールキット

欧米のＬＳＳトレーニング機関のテキストを見ると
膨大な「ＬＳＳツールキット」というものが紹介されています

下図を見て頂くと、ご存じのツールが多々あるはずです。その理由は、

・ＬＳＳが、従来から
改善活動が盛んである
日本企業から学んだと
いうこと

・その代表的活動が
「ＱＣサークル」で使用
しているツールが大半を
占めていること

などです。
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ＶＳＭにその他のキーコンセプトを組み込む

沢山のツールキットを「個々の手法」として活用すると、傾向としてツールを使用することが
目的化してしまいます

ＬＳＳ活動の目的は、問題解決です
従って、ＬＳＳの代表的ツールを「ＶＳＭ」というプロセス思考のキーコンセプトに、その他の

手法を問題解決手法に組み込むことにより、手法活用の「目的化」を回避し、問題解決に集
中すべきと考えます
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ＶＳＭとは？

ＬＳＳは、プロセスの中から
・ムダ
・バラツキ

を最小化することだけが目的です

そのためには、プロセスに着目し
なければなりません

そのコンセプトがＶＳＭとなります

ＶＳＭとは
・プロセスに着目し
・プロセスを可視化し
・プロセスの中からムダ（付加価値
のないプロセス）を排除し
・価値のあるプロセスを構築する

というコンセプトです
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ＶＳＭの重要性

ＶＳＭツールは、ＤＭＡＩＣ改善プロセスの中で、特に、Ｍフェーズで使用しますが、
プロセス改善プロセス全般にわたって活用すべきです
各フェーズでのＶＳＭを活用する目的は右下図となります
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３種類のＶＳＭ

具体的には、
①まず、現状のプロセスを明確にします（現状Ｍａｐ：Ｄ＆Ｍフェーズ）
②次に、現状プロセスの中からムダを徹底的に排除した理想状態を

マップ化します（理想プロセス：Ａフェーズ）
③最後に、理想プロセスを目指し、現状プロセスを変更し、当面の改善プロセスを
検討します（目指すマップ：Ｉ＆Ｃフェーズ）

の３つのＶＳＭが存在します。ＤＭＡＩＣの全てのフェーズでＶＳＭ視点を活用します

このステップでご注意いただいたいことは、プロセスを検討する順番です。現状マップ
を作成後、すぐに「目指すマップ（改善案）を検討すると、改善案が現状プロセスの延長
上になってしまいます

こうしたミスを犯さないため
には、

・現状マップ
⇓

・理想マップ
⇓

・目指すマップ
の検討順位を厳守願います
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ＶＳＭの３つのレベル

まずは、現状プロセスを明確化することがスタートです
現状ＶＳＭ作成には３つの手順があります

①ＶＳＭレベル１：
改善対象プロセスを分解します。
この段階では、個々のプロセスの前後関係（先行、遅行）に留意してください

②ＶＳＭレベル２：
レベル１で検討したプロセス単位に、

そのプロセスのキーポイントを明確に
します

③ＶＳＭレベル３：
レベル２で個別プロセスの特徴が

明確になったので、
・具体的な問題点を抽出、
・ポジショニングします

次頁以降に各レベルについて
簡単に紹介します
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ＶＳＭの確認

レベル別ＶＳＭを説明する前に、ＶＳＭについて確認しましょう
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ＶＳＭレベル１

ＶＳＭレベル１は、所謂、プロセスフローの検討がテーマです

当冊子では、省略しますが、ＶＳＭ検討をスタートさせるためには、プロジェクト（改善対
象）が明確になっていることが必須条件です。これがＣｈａｒｔｅｒと呼ばれるものであり、イ
メージと舌はプロジェクト企画書です。

もう１つが、ＳＩＰＯＣと呼ばれるもので改善対象範囲を明確にしたものです

レベル１は、一言で示せば
「改善対象プロセスの分解」です

分解の数は、７～２５程度が最適です
理由は

・あまり細かいと重点が分からない

・４～６程度であると、プロセスの
内容が明確にならない

といったことです
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ＶＳＭレベル１（事例）

以下は、ＶＳＭレベル１の事例です
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ＶＳＭレベル２

ＶＳＭレベル２では、細分化した個々のプロセスについて、その特徴、キーポイントなど
を定義します

明確にする際に、「ＶＳＭ-Ｔａｇ」を検討します。（次頁参照：ＶＳＭ-Ｔａｇ）
一般的には、ＱＣＤ（生産・サービスの３要素）となりますが、

・改善対象の特徴
・改善目的の種類（コスト削減、納期短縮、など）

などにより異なります

ＶＳＭ-Ｔａｇの検討後、
・目的に合わせデータ収集
・データの分析

を実施します

ＶＳＭレベル２のアウトプットイメージを
次々頁に示します

ＶＳＭレベル２作成後、必ず該当部門、
現場に説明し、確認を受け、
実態を正確に明確することが重要です
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ＶＳＭ­Ｔａｇの検討

自社化
（カスタマイズ）
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ＶＳＭレベル２（事例）

以下は、ＶＳＭレベル２の事例です
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ＶＳＭレベル３

ＶＳＭレベル３では、プロセスを明確にした「ＶＳＭレベル２」上に、問題点をポジショニング
します

一般的には、

・関係する部門、メンバーを集結(欠席裁判を避ける）
・「ＶＳＭレベル２」を共有化
・仮説設定、仮説検証を

繰り返す

といったステップで、

・具体的に
・焦点を絞る

ことが重要です
（曖昧な抽象的、

総括的表現は避けてください）
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ＶＳＭ問題点抽出チェックリスト

関係部門メンバーに
「問題点を出せ！ 出せ！」
と言っても、アイデア、問題点は
出てきません

アイデア抽出を効果的に実施する
ためには、右図のようなチェックリス
トを活用することを推奨します。
右図は、標準で、改善テーマに適

合したものを事前に検討し、活用願
います
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ＶＳＭレベル３（事例）

以下は、ＶＳＭレベル３の事例です
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問題点の集約

抽出された問題点は、親和図法、ＫＪ法などを活用し、類似問題、包含関係などを考慮し、
集約すべきです
下図には、親和図法の例を示します
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改善テーマの優先順位設定

定義された問題点、テーマ候補などの優先順位を設定しなければ、沢山の問題点が明
確になっただけでは、何から手を付けることが重要であるかわからず、具体的な改善は
スタートできません

従って、優先順位を設定することが必要となります

優先順位を設定する方法は色々あります。欧米のＬＳＳでは、定量情報に拘ります。
その場合は統計的手法を
活用することになります

私どもは、もっと貴重な
「ノウハウ」を活用することにより
優先順位を設定することを推奨し
ます。その一例が
右図のＰＩＣＫチャートです

ＰＩＣＫチャートでは
・改善効果が大きく
・努力が必要な

「Ｃｈａｌｌｅｎｇｅ」領域が最優先
となります
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ＶＳＭ分析関連情報

Ｃｈａｒｔｅｒ（チャーター）

ＳＩＰＯＣ

ＶＳＭ

Ｗｈｙ²分析

http://pdr.ganriki.net/html/course01.html

http://pdr.ganriki.net/html/course04-sipoc-
master.html

http://pdr.ganriki.net/html/course02.html
http://pdr.ganriki.net/html/course04-vsm-
master.html

http://pdr.ganriki.net/html/course04-why-
master.html
http://pdr.ganriki.net/download/Why2-
Guide.pdf

[弊社ｈｐ関連アドレス]
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お問い合わせ先

経営プロセス改革アソシエイツ
（主宰：青木保彦 研究員：青木貴生）

アドレス：http://pdr.ganriki.net/

080-6751-4063

お問合せ先

メールと携帯：
青木保彦 yasuaoki@mse.biglobe.ne.jp

090-8319-6418
青木貴生 tak-a@mwe.biglobe.ne.jp
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